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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイと、
　命令を格納する少なくとも１つのメモリと、少なくとも１つのプロセッサとを有するコ
ンピュータと、
を有するシステムであって、
前記命令は、前記少なくとも１つのプロセッサにより実行されると、
　前記ディスプレイ上に金融市場情報のグラフィカル表示を生成するステップであって、
前記グラフィカル表示は少なくとも２つの多次元オブジェクトを有し、少なくとも２つの
次元において、各多次元オブジェクトは金融商品の市場情報を表し、各多次元オブジェク
トは前記金融商品の価格及びサイズを有し、前記サイズは各価格における前記金融商品の
関心レベルを表し、前記グラフィカル表示は更に、各スタックが所与の価格における複数
の買い注文のそれぞれの注文量の合計を表すサイズを有する第１の複数のスタックと、各
スタックが所与の価格における複数の売り注文のそれぞれの注文量の合計を表すサイズを
有する第２の複数のスタックとを有し、前記第１の複数のスタックと前記第２の複数のス
タックとは左から右に価格増加順に単一の水平方向軸に沿って並んで配置され、各スタッ
クは垂直方向に上方に延び、注文量を表す垂直方向の高さを有し、前記水平方向軸は中心
点を有し、前記第１の複数のスタックは前記中心点の左に配置され、前記第２の複数のス
タックは前記中心点の右に配置される、生成するステップと、
　前記多次元オブジェクトの１つに関連するアクセスリクエストを受信するステップと、
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　前記アクセスリクエストに応答して、前記ディスプレイ上にアクセスされた多次元オブ
ジェクトに関連する前記金融商品に関する情報を生成するステップと、
を前記少なくとも１つのプロセッサに実行させ、
　前記少なくとも２つの多次元オブジェクトに関連する金融商品は、少なくとも２つの金
融商品のクラスからの金融商品を含み、前記金融商品のクラスの１つは国債であり、前記
クラスの他のものは先物であるシステム。
【請求項２】
　前記金融商品に関して生成された情報は、前記アクセスされた多次元オブジェクトに関
連する価格において前記金融商品を売買するための注文量を含む、請求項１記載のシステ
ム。
【請求項３】
　前記命令は、前記少なくとも１つのプロセッサにより実行されると、
　多次元オブジェクトが選択されたと判断するステップと、
　前記選択に応答して、前記選択された多次元オブジェクトに関連する金融商品を購入す
るためのビッド、売却するためのオファー、購入するためのリクエスト及び売却するため
のリクエストの少なくとも１つの送信を可能にするため取引ウィンドウを表示するステッ
プと、
を前記少なくとも１つのプロセッサに実行させる、請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　各多次元オブジェクトは、垂直バーの形式を有する、請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　前記買い注文を表すスタックは、各々がビット注文を表すレイヤに視覚的に分割され、
　前記売り注文を表すスタックは、各々が売り注文を表すレイヤに視覚的に分割される、
請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　少なくとも１つのプロセッサが、ディスプレイ上に金融市場情報のグラフィカル表示を
生成するステップであって、前記グラフィカル表示は少なくとも２つの多次元オブジェク
トを有し、少なくとも２つの次元において、各多次元オブジェクトは金融商品の市場情報
を表し、前記グラフィカル表示は更に、各スタックが所与の価格における複数の買い注文
のそれぞれの注文量の合計を表すサイズを有する第１の複数のスタックと、各スタックが
所与の価格における複数の売り注文のそれぞれの注文量の合計を表すサイズを有する第２
の複数のスタックとを有し、各多次元オブジェクトは前記金融商品の価格及びサイズを有
し、前記サイズは各価格における前記金融商品の関心レベルを表し、前記第１の複数のス
タックと前記第２の複数のスタックとは左から右に価格増加順に単一の水平方向軸に沿っ
て並んで配置され、各スタックは垂直方向に上方に延び、注文量を表す垂直方向の高さを
有し、前記水平方向軸は中心点を有し、前記第１の複数のスタックは前記中心点の左に配
置され、前記第２の複数のスタックは前記中心点の右に配置される、生成するステップと
、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記多次元オブジェクトの１つに関連するアクセ
スリクエストを受信するステップと、
　前記アクセスリクエストに応答して、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ディス
プレイ上にアクセスされた多次元オブジェクトに関連する前記金融商品に関する情報を生
成するステップと、
を有し、
　前記少なくとも２つの多次元オブジェクトに関連する金融商品は、少なくとも２つの金
融商品のクラスからの金融商品を含み、前記金融商品のクラスの１つは国債であり、前記
クラスの他のものは先物である方法。
【請求項７】
　前記金融商品に関して生成された情報は、前記アクセスされた多次元オブジェクトに関
連する価格において前記金融商品を売買するための注文量を含む、請求項６記載の方法。
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【請求項８】
　多次元オブジェクトが選択されたと判断するステップと、
　前記選択に応答して、前記選択された多次元オブジェクトに関連する金融商品を購入す
るためのビッド、売却するためのオファー、購入するためのリクエスト及び売却するため
のリクエストの少なくとも１つの送信を可能にするため取引ウィンドウを表示するステッ
プと、
を更に有する、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　各多次元オブジェクトは、垂直バーの形式を有する、請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　前記買い注文を表すスタックは、各々がビット注文を表すレイヤに視覚的に分割され、
　前記売り注文を表すスタックは、各々が売り注文を表すレイヤに視覚的に分割される、
請求項６記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に金融市場情報システムに関し、より詳細には、金融市場情報を提供、
操作、閲覧及びそれに従って動作するシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子金融情報及び取引システムが広く支持されてきている。例えば、株式、債券
、通貨、先物又は他の適切な金融商品などの金融商品の取引を実現する電子取引システム
が構築されてきた。これら電子取引システムの多くは、ビッド及びオファーがパッシブ（
ｐａｓｓｉｖｅ）サイドによってシステムに提供されるビッド／オファープロセスを利用
する。これらのビット及びオファーは、アグレッシブ（ａｇｇｒｅｓｓｉｖｅ）サイドに
よりヒット及びリフト（又はテーク）される。例えば、パッシブトレーダーは、所与の価
格によりある数量の３０年物米国国債を購入するため、“ビッド”を提供する。このよう
なビッドに応答して、アグレッシブトレーダーは、当該価格により第１トレーダーに債券
を売却しようとする意向を示すため、“ヒット（ｈｉｔ）”を提供する。あるいは、パッ
シブサイドトレーダーは、当該価格によりこの債券のある数量を売却するため、“オファ
ー”を提供し、その後、アグレッシブサイドトレーダーが、当該価格によりパッシブサイ
ドトレーダーから債券を購入しようとする意向を示すため、当該オファーに応答して“リ
フト（ｌｉｆｔ）”又は“テーク（ｔａｋｅ）”を提供する。このような取引システムで
は、ビッド、オファー、ヒット及びリフト（又はテーク）は、まとめて“注文（ｏｒｄｅ
ｒ）”として知られている。トレーダーがビットを提供するとき、トレーダーは注文を提
供していると言われる。
【０００３】
　一般に、金融市場情報システムは、典型的には、ある金融市場に関する各種情報を表示
する。これらの情報は、通常はモニタ上の各ウィンドウズ（登録商標）又はスクリーンに
表示される。比較情報が、それが提供される程度まで、１次元又は２次元により提供され
る。例えば、金融情報システムは、１つの金融商品について市場に関連する情報の２次元
グラフを表示することが一般的である。さらに、システムのユーザが当該情報に基づき電
子取引を実行することを所望する場合、取引活動は、典型的には、取引アプリケーション
が金融市場情報を提供することとは別に、取引アプリケーションにおいて開始される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、一金融市場情報を提供、操作、閲覧及びそれに従って動作するシステ
ム及び方法を提供することである。一部の実施例は、ユーザが市場情報に基づき取引を行
うことを可能にする選択肢及び市場情報を表示するためのシステム、ソフトウェア及び／
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又はグラフィカルユーザインタフェースに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　少なくとも１つの実施例では、金融市場情報を表示するシステムが提供される。本シス
テムは、金融市場情報を受付及び格納するためのメモリを有するコンピュータを含む。コ
ンピュータはまた、金融市場情報を処理し、ディスプレイ上に金融市場情報のグラフィカ
ル表示を生成するためのソフトウェアを実行するよう動作可能なプロセッサとディスプレ
イとを有する。グラフィカル表示は、少なくとも２つの金融商品の市場情報の少なくとも
３次元以上の多次元表示を有する。グラフィカル表示は、ディスプレイ上で１つのウィン
ドウに設けられ、表示された金融市場情報の少なくとも一部がリアルタイムにより動的に
更新される。
【０００６】
　他の実施例では、プロセッサにより実行可能であり、ディスプレイ上に金融市場情報の
グラフィカル表示を生成するよう動作可能なソフトウェアが提供される。グラフィカル表
示は、少なくとも２つの金融商品の市場情報の少なくとも３次元以上の多次元表示を有す
る。グラフィカル表示は、ディスプレイ上の１つのウィンドウに設けられ、表示された金
融市場情報の少なくとも一部が、リアルタイムにより動的に更新される。
【０００７】
　他の実施例では、プロセッサにより実行可能であり、ディスプレイ上に金融市場情報の
グラフィカル表示を生成するよう動作可能なソフトウェアが提供される。グラフィカル表
示は、少なくとも２つの金融商品の市場情報の３次元表示を含む。グラフィカル表示は、
第１次元に動的でリアルタイムな市場情報の第１コンポーネントと、第２次元に市場情報
の第２コンポーネントとを有する。少なくとも２つの金融商品の表示が、第３次元に配置
される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、複数の重要な技術的効果を有する。本発明の各種実施例は、これらの効果の
一部又はすべてを有しているかもしれず、又は何れも有していないかもしれない。特に、
本発明の実施例は、ディスプレイの閲覧者が現在の更新された価格、イールド、取引タイ
プ及びサイズ、ビッド及びオファー価格、市場方向、購入及び売却利子率の普及、価格ト
レンド並びにキーセキュリティ関係及び相関関係の統合及び容易に理解される閲覧を受け
付けるような方法及び表示によって、金融商品（確定利付き証券など）のリアルタイム情
報を提供する。閲覧者には、集計した指標に着目し、それの固有の基礎となる多数のコン
ポーネントを抽出する機能を提供する。これは、単一のディスプレイが多数の隣接したデ
ィスプレイウィンドウを要求する広範な情報アレイへのアクセスを提供するように、単一
のディスプレイ又はウィンドウにより実現される。以前には利用不可であった追加的な情
報が、包括的なグラフィカルフォーマットにより提供される。これは、各証券を購入する
ためのビッド若しくは売却するためのオファーを提供するための機能、又はそれに関する
取引を実行するための機能を同時に実現する。本発明はまた、同時的な数学的計算、高度
な定量的解析考察及び２４時間の世界中での取引機能による生の市場情報の表示をサポー
トする。本発明は、ユーザへの金融市場情報を提供し、ユーザが既知のシステムと比較し
て当該情報を理解するレベル及びスピードを向上させることを可能にする。本発明はまた
、金融市場情報の管理効率と共に、情報に係る金融商品に関する取引活動のスピード及び
効率を向上させる。
【０００９】
　包括的かつインタラクティブな視覚表示により金融商品群のリアルタイム特性を閲覧す
ることは、市場参加者が金融商品の１つの市場内における関係、金融商品の２以上の市場
間における関係及び金融商品群全体の包括的な関係を含む、多数の可変的かつ定量的市場
ダイナミクスを瞬時かつ正確に理解することを可能にする。本システムは、市場参加者が
市場情報を示す同一ディスプレイとのやりとりを通じて、何れかの商品における取引をよ
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り効果的に実行することを可能にする。定量的情報の読み取りを実現することに加えて、
ディスプレイフォーマット及び他のツールは、キーとなる市場ダイナミクスを要約及び特
徴付けし、各商品の取引を電子的に実行することを可能にすると同時に、リアルタイムの
市場特性及びコンプレクシティの把握を実質的に強化するための簡単化されたフレームワ
ークを提供する。
【００１０】
　ある実施例は、使用が容易かつ効率的なユーザインタフェースを提供する。ある実施例
は、単一のウィンドウに金融商品の市場情報のグラフィカルな多次元表示を提供すること
によって、情報の迅速な選択及び抽出を実現する。ある実施例は、ユーザが多次元表示に
よって表される金融商品に係る情報を実行することを可能にするグラフィカルユーザイン
タフェースを提供する。このような実施例は、新たな入力ツールを提供する。本発明のあ
る実施例は、２以上の金融商品の市場情報のグラフィカル多次元表示を有するディスプレ
イ又はレポートなどのディスプレイ又はレポートの製造及び／又は生産に関する。当該レ
ポートは、印刷された文書又は電子文書であるかもしれないプロダクトである。
【００１１】
　ある実施例では、完了した取引活動を表す第１部分と、潜在的な市場行動などの現在の
市場状態を表す第２部分とを含むグラフィカル表示が提供される。このようなグラフィカ
ル表示を単一のウィンドウに表示することによって、ユーザは完了した市場状態と現在の
市場状態の両方を同時に閲覧することができる。これは、ユーザがさらなるアクション（
さらなるウィンドウを開くなど）をとることなく実現される。このようにして、ユーザの
精神上及び操作上の負担が軽減され、ユーザは、求める情報を閲覧するのにより少数のス
テップしかとることが要求されないため、より迅速に動作することが可能となる。
【００１２】
　ある実施例では、本発明は、少なくとも２つの金融商品の市場情報の多次元表示のディ
スプレイを提供する。そうすることによって、本発明は、従来技術と比較して技術的によ
り信頼性の高いシステムを提供する。これは、ユーザにより必要なクエリ数とシステムに
より提供される以降のリプライ数が低下するためである。データが多次元表示として提供
されるため、単一のディスプレイにおいてユーザに利用可能なデータがより多くなり、ユ
ーザ及びシステムが要求されるデータを取得し、又は注文を完了させるためのさらなる処
理を実行する必要性を少なくする。必要とされる処理が少なくなることにより、処理にお
ける失敗又は遅延のリスクが低下することとなる。このような失敗又は遅延は、ネットワ
ーク上のデータトラフィックのピークにより引き起こされるかもしれない。
【００１３】
　本発明の実施例は、現在の価格、ボリュームなど、ユーザのすべての直接的な質問に回
答するよう設計された表示のデフォルトの基本となる組み合わせを提供する。ユーザの質
問を予測するこのようなデフォルトの提供は、いくつかの技術的効果を有している。デフ
ォルトは、ＧＵＩ上で利用可能な表示スペースを効率的に利用する（いわゆる“エリア”
表示と呼ばれる）。最も可能性の高い質問に対する回答がすぐに利用可能とされるため、
ユーザは自らが必要とする回答を取得するためシステムにあまり頻繁に質問することが要
求されず、利用可能な通信帯域幅の使用が低下する。
【００１４】
　本発明の他の技術的効果が、当業者に容易に明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施例による金融市場情報を管理するシステムを示すブロック
図である。
【図２】図２は、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグラフ
ィカル表示の一例である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
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【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図４】図４は、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグラフ
ィカル表示の一例である。
【図５】図５は、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグラフ
ィカル表示の一例である。
【図６】図６は、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグラフ
ィカル表示の一例である。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグ
ラフィカル表示の一例である。
【図９】図９は、本発明の実施例による金融市場情報を表示する市場表示及び係るグラフ
ィカル表示の一例である。
【図１０】図１０は、金融市場情報の従来のテキストベースの表示の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　一般に、本発明の実施例は金融市場情報を市場参加者に提供することに関する。一部の
実施例によると、本発明は、特に生データ、付加価値計算データ、リアルタイム解析値、
グラフィカルディスプレイ及び取引機能の組み合わせを連続的に統合し、迅速な把握及び
関連する意志決定、市場行動並びに市場参加者により要求される意志決定サポートを可能
にする電子ディスプレイを提供する。システムは、ポートフォリオに現在保持されている
証券の価値決定のため、トレーダー又は他の市場参加者が購入、売却又は価格割当てに関
心がある証券の現在の市場状態及びダイナミックの表示を提供する各種視覚表示技術を利
用したフレームワーク内において、現時点のベストな利用可能な生市場データ、信頼でき
る付加価値計算、解析的及び統計的指標を閲覧する手段を提供する。一部の実施例では、
システムはさらに、市場情報を提供するディスプレイとのインタラクティブに、ユーザが
このような証券による取引を直接的かつ瞬時に実行することを可能にする。
【００１７】
　本発明の実施例は、特に１以上の金融商品の現在価格及びイールドを示す情報セット及
び取引ディスプレイを市場参加者に提供するシステムを提供する。好ましくは、少なくと
も２つの金融商品が示されるかもしれない。金融商品は、取引可能な任意の商品を含む。
ここに記載される実施例は証券について言及するが、本発明はこれに限定されるものでな
い。単なる例示であるが、金融商品は、市場状態に応答して変化する価値を有する証券、
債券、通貨、先物、確定利付き資産又は他の同様の金融商品若しくは資産を含むものであ
ってもよい。市場参加者は、上記情報を閲覧するトレーダー、マーケットメーカー、アナ
リスト、投資家又は他の何れかのユーザを含むものであってもよい。システムはまた、ベ
ストビッド価格及びベストオファー価格としてそれぞれ記載される現在最も高いビッド価
格と現在最も低いオファー価格により売買するのに現在利用可能な証券の総ボリュームを
構成する個別に集計された売買注文を含む売買注文のボリュームを示す。好ましくは、当
該情報は、複数の証券のアクティブなビッド及びオファーを集計するセキュアでワールド
ワイドなリアルタイム電子取引ネットワークにより提供され、このような証券の現在の取
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引価格と共に、直近の頻繁に更新されたベストビッド価格及びベストオファー価格の表示
を実現する。
【００１８】
　各証券の情報を簡潔に特定することは、ディスプレイ内のそれの位置の各出現において
当該証券を特定する。好ましくは、当該証券について表示されるすべての情報は、インタ
ラクティブ取引照会、提供及び実行ダイアログウィンドウとのユーザのやりとりを通じて
、リアルタイム、同時的かつ実行可能である。
【００１９】
　集計された現在のベストビッド注文とベストオファー注文は、アクティブマーケットス
タック（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｒｋｅｔ　ＳｔａｃｋＴＭ）又は単に注文スタックと総称さ
れるかもしれない。注文スタックは、現在アクティブな市場又はベストな価格において実
行されるスタックされた注文を示す。注文スタックを構成する各注文は、好ましくは、コ
ンピュータのモニタなどの電子ディスプレイ上のウィンドウの多次元（好ましくは、３次
元）グラフィカル表示における各レイヤに陰影を付け及びハイライトすることによって明
らかにされる。グラフィカル表示は、例えば、垂直バーの形式によるものであってもよい
。ここに記載される実施例は特定のタイプ及びコンフィギュレーションのグラフィカル表
示について言及するが、本発明はこれに限定されるものでない。何れか適切なタイプの表
示が、限定することなく、パイチャート、バーチャート、グラフ、ボックス、カラー、グ
レイスケール、ポイント、曲線、直線又は他の何れかのジオメトリック、テキスト又は画
像による情報の表示を含む対象となる金融市場情報を伝えるのに利用される。さらに、あ
る実施例は複数次元（少なくとも２次元など）により市場情報を提供し、他の実施例は、
３次元、４次元若しくはそれ以上の次元により市場情報を提供する。
【００２０】
　参照される垂直バーに関して、累積した高さはスタック内のレイヤの合計サイズを反映
している。好ましくは、同様の垂直バーが水平方向に配列され、現在のベストビッド価格
以下と現在のベストオファー価格以上の特定のインクリメントによる現在の売買注文の集
計されたボリュームを示す。このコレクションはリミットオーダーブック（ｌｉｍｉｔ　
ｏｒｄｅｒ　ｂｏｏｋ）と呼ばれる。個別にかつまとめて、水平に配列された垂直バーは
、好ましくは、現在のアクティブな市場価格とその周辺におけるリアルタイムの連続的な
売買利子率の普及の直接的な印象を与える。
【００２１】
　また、各垂直バーについてキャプションが提供され、垂直バーの各水平線についてリア
ルタイムデータを示す累積タグが提供される。好ましくは、現在の市場価格、取引価格、
イールド及びボリューム並びにリミットオーダーブックの各インクリメントにおける基礎
となる価格が、視覚的に提供されるすべての市場特性が明確にラベル付けされ、数値によ
り規定されるように提供される。
【００２２】
　また、現在の市場レベルについて継続的に更新されたコンテクストと、各金融商品にお
ける所定数の取引についての価格方向を示す視覚表示とを提供するため、所与の期間（好
ましくは、取引日）における価格履歴を示すチャートが、水平方向の配列により提供され
る。一実施例では、チャート及び取引方向履歴は、セクタ又は満期により分割されている
か否かに関係なく、各証券の情報を明確に分割するため、段々に表示される。
【００２３】
　特定の証券情報を提供するインタラクティブな視覚表示は、実行価格、計算されたイー
ルド、時間と係るイールドとを含む高低の取引価格及びグラフィカル形式によりイールド
カーブのリアルタイムの更新された表示のタブ及びグラフィカル表示サマリによりさらに
取り囲まれ、以前の履歴に重ね合わされる。
【００２４】
　これらの表示のデフォルトの基本となる組み合わせは、現在の価格、ボリューム、売買
利子率の普及、所与の期間内のコンテクスト各満期及びグループとしてのすべての証券の
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現在の価格方向、並びに次の短期の市場方向の価格方向及び意味に関する市場参加者の直
接的なすべての質問に回答するよう設計される。さらに、各視覚表示要素はさらに、各要
素上にカーソルをスクロールすることによって抽出可能な基礎となる値についての集計さ
れたコンテナとして構成される。これが実行されるとき、各要素の個々の特性は、コンポ
ーネントそれの現在の状態のサマリに関係なく、情報が動的に更新されるときに閲覧する
ことができる。
【００２５】
　さらに、ディスプレイの各証券コンポーネントの各ディスプレイは、市場参加者が特定
の証券又は満期セクタのダイナミクスに着目することを可能にするため、利用可能とされ
る。これら従属的な各証券ディスプレイでは、視覚要素は、好ましくは、詳細な数値又は
状態サマリ形式によりそれらの基礎となるコンポーネントを明らかにするため、同様にハ
イライトされる。
【００２６】
　好ましくは、ディスプレイの何れかの要素は、当該要素をより詳細にハイライトするた
め拡大することができる。また、ディスプレイ全体は、多次元要素の最適な閲覧を可能に
するため回転可能とされる。何れかの時点において、回転及び拡大されたディスプレイは
、それらのオリジナルのデフォルトポジションに切替可能である。
【００２７】
　所与の証券についてリストされた価格、イールド又はボリュームの何れかの部分をクリ
ックすることによって、トレーダー又は他の権限のあるユーザが既存のビッド又はオファ
ーの１つを受け入れることによって、又は他のトレーダー若しくは金融取引プラットフォ
ームの他の権限のある及び適格なユーザの購入するためのビッド又は売却するためのオフ
ァーと、確定利付き取引ネットワークにトレーダーによって提供されたビッド又はオファ
ーとの電子マッチングを通じて、トレーダー又は他の適格なユーザが当該証券を購入する
ためのビッド若しくは売却するためのオファーを提供し、又は当該証券の取引を実行する
ことを可能にする取引ウィンドウが開かれる。
【００２８】
　また、関連するセキュアな加入サービス、金融クレジット管理サービス及び取引管理サ
ービスへのアクセスを取得及び維持するのに必要なセキュリティ及び認証ツールが提供さ
れる。
【００２９】
　１以上のディスプレイを含む市場情報管理システム１００を示すブロック図である図１
において、一例となる実施例が示される。ハイレベルでは、システム１００は、好ましく
は、少なくとも１つのクライアント１０２、サーバ１０４及び１以上のデータプロバイダ
１０６を有するクライアント／サーバ環境として提供される。このコンフィギュレーショ
ンは一例として与えられているが、所望の機能を実行する何れか適切な電子コンフィギュ
レーションが利用可能である。一般に、システム１００は、クライアント１０２を使用す
る市場参加者に１以上の金融商品の金融市場情報のグラフィカル表示を閲覧する機能を提
供するシステムから構成される。好ましくは、このグラフィカル表示は、ディスプレイ１
１６の単一のウィンドウにより提供及び閲覧可能とされる。市場情報１１８は、データプ
ロバイダ１０６から受付され、サーバ１０４上の中央レポジトリ１１０に格納されてもよ
い。
【００３０】
　例えば、システム１００は、米国国債ベンチマーク及び非ベンチマーク商品データを編
集し、編集された商品データをディスプレイ１１６を介しトレーダーに自動提供し、市場
情報１１８の何れか適切な変動を動的に処理する市場システムから構成されるかもしれな
い。ここで使用される“自動的”という用語は、一般に適切な処理がシステム１００の少
なくとも一部により実質的に実行されることを意味する。“自動的”とはさらに、本開示
の範囲から逸脱することなく、システム１００との何れか適切なユーザのやりとりを想定
することが理解されるべきである。ここで使用される“動的”という用語は、一般に１以
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上の変数に基づき少なくとも部分的に実行時にある処理が決定されることを意味する。
【００３１】
　サーバ１０４は、中央レポジトリ１１０を有する何れかのコンピュータから構成され、
少なくとも１つのクライアント１０２及び／又は１つのデータプロバイダ１０６に通信可
能に接続される。例えば、サーバ１０４は、汎用パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、Ｍａ
ｃｉｎｔｏｓｈ、ワークステーション、Ｕｎｉｘ（登録商標）ベースコンピュータ、サー
バコンピュータ又は他の何れか適切な装置であるかもしれない。図１は、利用可能なコン
ピュータの一例を与えているに過ぎない。例えば、図１は１つのサーバ１０４を示してい
るが、システム１００は、サーバプールと共にサーバ以外のコンピュータを用いて実現可
能である。本開示は、従来のオペレーティングシステムのないコンピュータと共に、汎用
コンピュータ以外のコンピュータを想定している。ここで使用される“コンピュータ”と
いう用語は、パーソナルコンピュータ、ワークステーション、ネットワークコンピュータ
又は他の何れか適切な処理装置を含むことが意図されている。コンピュータサーバ１０４
は、サーバ１０４がクライアント１０２に通信可能に接続されている限り、ＵＮＩＸ（登
録商標）、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、又は他の何れか適切なオペレーティングシステ
ムを含む何れかのオペレーティングシステムを実行するよう構成される。一実施例による
と、サーバ１０４はリモートウェブサーバであってもよい。すなわち、サーバ１０４は、
クライアント１０２に市場情報を提供するのに適した何れかの組み合わせによりソフトウ
ェア及び／又はハードウェアを有する何れかのコンピュータから構成される。
【００３２】
　中央レポジトリ１１０は、１以上のデータプロバイダ１０６からの各種市場情報１１８
を有する。中央レポジトリ１１０は、外部的に実現されるコードにより規定、処理又は抽
出されるよう動作可能なデータストレージの何れかの物理的又は論理的記述を有する。例
えば、中央レポジトリ１１０は、１以上のＸＭＬ（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｕｐ　
Ｌａｎｇｕａｇｅ）テーブル又はドキュメントを有するかもしれない。他の例では、中央
レポジトリ１１０は、ＳＱＬステートメント若しくはスクリプトに関して記述されたリレ
ーショナルデータベース、フラットファイル、Ｂｔｒｉｅｖｅファイル又はＣＳＶ（Ｃｏ
ｍｍａ－Ｓｅｐａｒａｔｅｄ―Ｖａｌｕｅ）ファイルから構成されてもよい。中央レポジ
トリ１１０は、１つのサーバ１０４又は複数のサーバ１０４に格納される複数のテーブル
を有する。さらに、中央レポジトリ１１０は、本開示の範囲から逸脱することなくローカ
ル又はリモートであるかもしれない。すなわち、中央レポジトリ１１０は、少なくとも１
つのクライアント１０２に通信可能に接続される市場データ１１８の少なくとも一部を有
する何れかのデータストレージである。
【００３３】
　さらに、本発明は、市場情報を格納するための何れか適切なコンフィギュレーションを
想定している。例えば、図１は中央レポジトリ１１０を示しているが、市場情報１１８は
クライアント１０２上など何れか適切な位置に格納可能である。
【００３４】
　各クライアント１０２は、好ましくは、ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ）を介し市場参加者にディスプレイ１１６を提供するよう動作可能な取引
ワークステーション又は装置である。ハイレベルでは、図示されたクライアント１０２は
、ＧＵＩ１１２、メモリ１２０及びプロセッサ１２５を有し、システム１００に係る何れ
か適切なデータを受付、送信、処理及び格納するよう動作可能な電子計算装置から構成さ
れる。クライアント１０２ａ及びクライアント１０２ｂにより示されるように、サーバ１
０４に接続される何れかの個数のクライアント１０２があってもよいということは理解さ
れるであろう。さらに、“クライアント１０２”及び“クライアント１０２のユーザ”は
、本開示の範囲から逸脱することなく互換的に使用可能である。ここで使用されるクライ
アント１０２は、パーソナルコンピュータ、ワークステーション、ネットワークコンピュ
ータ、キオスク、ワイヤレスデータポート、携帯情報端末（ＰＤＡ）、上記又は他の装置
内の１以上のプロセッサ又は他の何れか適切な処理装置を含むことが意図される。例えば
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、クライアント１０２は、情報を受付可能なキーパッド、タッチ画面、マウス又は他の装
置などの入力装置と、デジタルデータ、視覚情報又はディスプレイ１１６を含むサーバ１
０４又はクライアント１０２の処理に係る情報を伝える出力装置とを有するコンピュータ
から構成されるかもしれない。さらに、クライアント１０２は、各キーがディスプレイ１
１６の特定のコンポーネント、ビュー又は機能にマップされているディスプレイ１１６に
マッチするようカスタマイズされたキーボードを有してもよい。入力装置と出力装置は共
に、ＧＵＩなどを介しディスプレイ１１６を通じてクライアント１０２のユーザから入力
を受け付け、出力を提供する磁気コンピュータディスク、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の適切な媒
体などの固定又は着脱可能な記憶媒体を有してもよい。
【００３５】
　ＧＵＩは、クライアント１０２のユーザがデータプロバイダ１０６から１以上の市場情
報セットを受信するためシステム１００とやりとりすることを可能にするよう動作可能な
グラフィカルユーザインタフェースから構成される。一般に、ＧＵＩアクセスは、クライ
アント１０２のユーザにシステム１００により提供されるデータの効率的でユーザフレン
ドリーなデータ表現を提供する。ＧＵＩは、ユーザにより操作されるインタラクティブフ
ィールド、プルダウンリスト及びボタンを有する複数のフレーム又はビューを有するかも
しれない。一実施例では、ＧＵＩは、単一のウィンドウにおいて各種市場情報１１８のグ
ラフィカル表示を提供し、入力装置の１つを介しクライアント１０２のユーザからコマン
ドを受け付ける。図２Ａにより詳細に示され、以下で詳細に説明されるように、実施例に
よると、ディスプレイ１１６は、複数の金融商品の完了した取引情報とリミットオーダー
ブック系列のグラフィカル表示を含む。
【００３６】
　ディスプレイ１１６はまた、様々な動的に設定可能又は選択可能なオプション及びパラ
メータを格納するよう動作可能なコンフィギュレーションファイル、モジュール又はＤＬ
Ｌ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｌｉｎｋ　Ｌｉｂｒａｒｙ）に関連付けされるかもしれない。この
コンフィギュレーションコンポーネントは、アドミニストレータ又はマネージャにより管
理される分散ファイルであってもよく、このため、複数の市場参加者の中央化され一貫し
たコンフィギュレーションを提供する。ここに使用される“アドミニストレータ”は、デ
ィスプレイ１１６のオプションを動的に設定するためのパーミッション又は権利を有する
何れかのユーザである。すなわち、各市場参加者はまた、本開示の範囲から逸脱すること
なくアドミニストレータであるかもしれない。これらのパラメータは、取引、規制又は他
の産業状態の変更に対する迅速な応答を可能にするため、実行時間中に設定可能である。
すなわち、ディスプレイ１１６は、システム１００において情報を処理し、当該情報をユ
ーザに効率的に提供する汎用ウェブブラウザなどの何れかのグラフィカルユーザインタフ
ェースを想定している。サーバ１０４は、ウェブブラウザ（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｉｎｔ
ｅｒｎｅｔ　ＥｘｐｌｏｒｅｒやＮｅｔｓｃａｐｅ　Ｎａｖｉｇａｔｏｒなど）を介しク
ライアント１０２からデータを受け付け、ネットワーク１０８を利用して適切なＨＴＭＬ
又はＸＭＬレスポンスを返すことができる。
【００３７】
　ネットワーク１０８は、コンピュータサーバ１０４と他の何れかのコンピュータとの間
の無線又は有線通信を実現する。ネットワーク１０８は、例えば、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅ
ｔ　Ｐｒｏｔｏｃｌ）パケット、Ｆｒａｍｅ　Ｒｅｌａｙフレーム、ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）セル、音声、映像、データ及び他の何れ
か適切な情報をネットワークアドレス間において通信する。ネットワーク１０８は、１以
上のＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＭＡＮ（Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネットとして知られて
いるグローバルコンピュータネットワークのすべて又は一部、及び／又は１以上の位置に
おける他の何れかの通信システムを含むかもしれない。クライアント１０２は、クライア
ント・サーバ又は他の分散環境においてネットワーク１０８を介しサーバ１０４などの他
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のコンピュータシステムと通信するためのインタフェース１１２を有する。実施例では、
クライアント１０２は、メモリ１２０への格納のため、ネットワーク１０８から市場情報
１１８を受け付ける。一般に、インタフェース１１２は、適切な組み合わせによるソフト
ウェア及び／又はハードウェアにおいて符号化され、リンク１１４を介しネットワーク１
０８と通信するよう動作可能なロジックを有する。より詳細には、インタフェース１１２
は、通信ネットワーク１０８に係る１以上の通信プロトコルをサポートするソフトウェア
又は物理信号を通信するよう動作可能なハードウェアを有する。
【００３８】
　メモリ１２０は、何れかのメモリ又はデータベースモジュールを有し、限定することな
く、磁気媒体、光媒体、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ
（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、着脱可能媒体、又は他の何れか適切なローカル
若しくはリモートメモリコンポーネントを含む揮発性又は不揮発性メモリの形式をとりう
る。図示された実施例では、メモリ１２０は、少なくとも市場情報管理アプリケーション
１３０、ローカル市場データ１３２及び取引アプリケーション１３４を有するが、またデ
ィスプレイ１１６及びアプリケーション１３０と１３４により使用するコンフィギュレー
ションファイルなどの他の何れか適切なアプリケーション及びデータを有するかもしれな
い。
【００３９】
　アプリケーション１３０及び１３４は、市場情報１１８を受付及び処理し、それをディ
スプレイ１１６を介し市場参加者に提供し、ユーザがディスプレイ１１６上に提供される
情報により表される金融商品に係る取引を実行することを可能にするよう動作可能な何れ
かのハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア又は上記の組み合わせを含むかもしれ
ない。ディスプレイ１１６をロード又は設定するとき、アプリケーション１３０は、例え
ば、ローカル又はリモートに関係なく、ディスプレイ１１６上に提供されるグラフィカル
表示の初期又はデフォルトパラメータを決定するため、コンフィギュレーションファイル
をまず処理する。さらに、アプリケーション１３０は、ディスプレイ１１６を介しクライ
アント１０２を使用する市場参加者からのリクエストを受付及び処理する。取引アプリケ
ーション１３０は、コンフィギュレーションファイルに基づき、リクエストに応答してエ
ラーを拒絶、無視又は通信する。アプリケーション１３０及び１３４はシングルマルチタ
スクモジュールとして示されているが、これらのアプリケーションにより実行される機能
及び特徴は、データ抽出モジュール及び提供エンジンなどの複数のモジュールにより実行
可能であるということが理解される。さらに、アプリケーション１３０及び１３４は、本
開示の範囲から逸脱することなく、他のソフトウェアモジュールのチャイルド又はサブモ
ジュールから構成される。すなわち、アプリケーション１３０及び１３４は、ここに記載
されるような市場情報１１８を提供、操作及びそれに従って動作する何れか適切な処理を
提供するよう動作可能な１以上のソフトウェアモジュールから構成される。
【００４０】
　ローカル市場データ１３２は、ベンチマーク及び非ベンチマーク商品などのリモート市
場データ１１８の１以上のサブセットを格納する。ローカル市場データ１３２は、必要に
応じてクライアント１０２上に実行される他のプロセスから、又はインタフェース１１２
を介し市場データ１１８のコピーを受け付ける。必要に応じて、ローカル市場データ１３
２は、何れか適切な時点において中央レポジトリ１１０から市場データ１１８を自動的、
動的又は手動により抽出又は受け付けるようにしてもよい。例えば、管理アプリケーショ
ン１３０は、初期的な実行によって、中央レポジトリ１１０の市場データ１１８のコピー
を自動抽出する。さらに、ローカル市場データ１３２は、少なくとも１つの市場データ１
１８のサブセットを格納するよう処理可能なＸＭＬドキュメント、フラットファイル、Ｃ
ＳＶファイル、ＳＱＬテーブル、リレーショナルデータベーステーブル及び他の何れかの
フォーマットを有してもよい。ローカル市場データ１３２は、それがアプリケーション１
３０及び１３４により処理可能であり、ディスプレイ１１６と互換性を有する限り、中央
レポジトリ１１０のデータと異なるフォーマットによるものであってもよく、又は通信さ
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れる市場データと異なるフォーマットであってもよい。
【００４１】
　ディスプレイ１１６は、必要に応じて、市場情報をユーザに提供するウィンドウを有す
る。一実施例では、市場情報は、１つのウィンドウに表示されるグラフィカル表示により
ユーザに提供される。他の実施例では、ユーザは、市場情報のグラフィカル表示の各コン
ポーネントとのやりとりを含む、市場情報と同じウィンドウに表示される要素又はオブジ
ェクトとやりとりすることによって、図示された金融商品の取引を実行するかもしれない
。しかしながら、本発明はこれに限定されるものでなく、市場情報を表示し、及び／又は
当該情報に対応する又は基づく取引を実行するための複数のウィンドウの使用を想定して
いる。
【００４２】
　クライアント１０２はまた、プロセッサ１２５を有する。プロセッサ１２５は、中央処
理ユニット（ＣＰＵ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）又はＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）などのクライアント１０２の各処理
を実行するため、命令を実行し、データを操作する。図１はクライアント１０２内に１つ
のプロセッサ１２５しか示していないが、複数のプロセッサ１２５が必要に応じて利用可
能であり、プロセッサ１２５という表現は、必要に応じて複数のプロセッサ１２５を含む
ことを意味する。実施例では、プロセッサ１２５は、データプロバイダ１０６を介し中央
レポジトリ１１０から通信される市場データ１１８を提供し、ユーザが市場データ１１８
により表される金融商品の取引を実行することを可能にするため、アプリケーション１３
０及び１３４に係る１以上のプロセスを実行する。
【００４３】
　データプロバイダ１０６は、典型的には、中央レポジトリ１１０に格納するための市場
データ１１８の少なくとも一部を通信するよう動作可能なマシーンにある第３者ウェブサ
ーバ又は企業エージェントから構成される。データプロバイダ１０６がリモート又はロー
カルであってもよいということは理解されるであろう。さらに、データプロバイダ１０６
は、本開示の範囲から逸脱することなく、サーバ１０４又はクライアント１０２上で実行
される独立したプロセスを表す。一般に、データプロバイダ１０６は、何れか適切な市場
データ１１８の少なくとも一部をシステム１００に提供するよう動作可能な何れかのハー
ドウェア、ソフトウェア又はロジックである。システム１００は、データプロバイダ１０
６ａ及び１０６ｂにより示されるような任意数のデータプロバイダ１０６から構成される
。例えば、複数のデータプロバイダ１０６が、マスタプロバイダ１０６から通信可能にデ
イジーチェーンされるかもしれない。マスタデータプロバイダ１０６は、実質的にすべて
の市場データ１１８を編集及び検証し、リクエストに応じて又はスケジュールされた時間
に編集された市場データ１１８をサーバ１０４に通信する。
【００４４】
　動作の一特徴では、アプリケーション１３０及び１３４は、クライアント１０２の起動
時などに自動的に、又はユーザからのコマンドに応答などして、実行及び初期化される。
アプリケーション１３０及び１３４は、ディスプレイ１１６のデフォルトコンフィギュレ
ーション及びレイアウトを決定し、中央レポジトリ１１０からのベンチマーク及び非ベン
チマークの適切な市場データ及び／又はローカル市場データ１３２を抽出し、デフォルト
コンフィギュレーション及び抽出されたデータに基づき、ディスプレイ１１６に提供され
るグラフィカル表示を生成する。アプリケーション１３０及び１３４は、必要に応じて、
ディスプレイ１１６に提供される情報及び／又はユーザにより開始されるアクションを処
理する。
【００４５】
　図２に示されるように、単なる一例として、本発明の実施例はクライアント１０２のユ
ーザに市場情報表示２００を提供する。表示２００の各コンポーネントは、好ましくは、
ディスプレイ１１６上の単一のウィンドウにより表示される。しかしながら、表示２００
の各コンポーネントは、本開示の範囲から逸脱することなく、複数のウィンドウ及び／又
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は複数のディスプレイにより表示可能である。
【００４６】
　より詳細には、市場表示２００は、好ましくは、第１部分２１０と第２部分２２０とを
有するグラフィカル表示２０１を有する。第１部分２１０は、完了した取引、ビッド、オ
ファー又は表示される市場に関する他の何れかの活動に関する情報を表示する。図２に示
されるように、第１部分２１０は、日中の取引活動を表す。第２部分２２０は、利用可能
な取引機会など、現在の市場状態と潜在的な市場行動とを表す。集約すると、第１部分２
１０と第２部分２２０は、少なくとも２つの金融商品の市場情報の多次元表示を提供する
。好ましくは、グラフィカル表示２０１の全体は、電子ディスプレイの１つのウィンドウ
にある（すなわち、閲覧可能である）。好ましくは、少なくとも１つの第１部分２１０と
第２部分２２０が単一のウィンドウにおいて閲覧可能である。単一のウィンドウ表示が好
ましいが、本開示は、複数の異なるウィンドウにグラフィカル表示２００の一部を表示す
るなど、他の何れか適切なウィンドウを想定している。
【００４７】
　第１部分２１０は、完了した、日中の取引活動を表す多次元オブジェクトを有する。第
１部分２１０は、段々の又はステップ状の３次元オブジェクトとして表示される。各ステ
ップ２１１は、異なる金融商品を表す。図２に示される例では、２年物、３年物、５年物
、１０年物及び３０年物国債をそれぞれ含む５つの異なる米国ベンチマーク国債を表す５
つのステップ２１１がある。上述されるように、当該表示２０１（及びステップ２１１な
ど）は、電子取引所において取引可能な何れかの金融商品、何れかの資産又はアイテムを
表すかもしれないということに留意すべきである。各ステップ２１１は、水平方向セクシ
ョン２１２と垂直方向セクション２１３とを有する。好ましくは、水平方向セクション２
１２は、ｘ及びｚ方向の次元を有する水平方向の平面である。好ましくは、垂直方向セク
ション２１３は、ｘ及びｙ方向の次元を有する垂直方向の平面である。各種金融商品が、
ｚ方向の連続する各ステップ２１１により表される。すなわち、異なる金融商品がｚ次元
に沿って配置されている。
【００４８】
　水平方向の各セクション２１２は、グリッド２１５上に重ねられたグラフ２１４の形式
により表示される各種情報を有する、グリッド２１５は、ｚ方向に取引価格を表し、ｘ方
向に時間を表す。グラフ２１４は、ある期間におけるグリッド上の接続された各データポ
イントを表示する。図２の例は、期間として取引日の一部を使用する。例えば、図２は、
午前９時前から午後３時過ぎの期間を示す。しかしながら、数分、数時間、数日、数年な
どを含む何れかの期間が表示可能である。また、１日の一部や他の日の一部など、複数の
期間が表示可能である。複数のグラフ（明示的には図示せず）が何れか与えられた水平方
向のセクション２１２に含まれてもよい。各グラフは、市場参加者に提供するのに好まし
い異なる期間又は他の何れか適切な情報を提供するかもしれない。グラフ２１４の表示又
は他の何れかの２次元グラフは、さらに多くの情報（グラフ２１４の場合のサイズ又はボ
リュームなど）を表示するため、３次元（又はさらなる多次元）とされてもよいというこ
とに留意すべきである。
【００４９】
　垂直方向の各セクション２１３はまた、完了した取引情報を表している。図２において
、垂直方向の各セクション２１３は、所定数の取引に対する価格方向の指標となるチック
ストリップ（ｔｉｃｋ　ｓｔｒｉｐ）２１６を有し、各取引に対する価格方向は、インジ
ケータ２１７により表される。図示されるチックストリップは、１０個の取引についての
価格方向を表示しているが、何れか適切な個数の取引が利用可能である。好ましくは、チ
ックストリップにより表される取引数は、５～１５の範囲内とされる。これは、閲覧され
ているチックストリップに係る証券を売買する決定について最近の価格方向がどのような
影響を及ぼすかに関する結論を導き出す管理可能かつ有用な個数の過去の価格方向を市場
参加者に提供する。より好ましくは、インジケータ又はチックの個数は、８～１２の範囲
内である。価格方向は、各インジケータ２１７について異なるカラーを使用することによ
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り示される。図２には明示的には示されていないが、これらのカラーは、“変化なし”に
ついては黄色、“上昇方向”の価格方向については緑色、及び“下落方向”の価格方向に
ついては赤色を含むかもしれない。しかしながら、任意のグラフィカル表示が利用可能で
ある。例えば、価格方向は、上昇方向及び下落方向の矢印により示され、“変化なし”に
ついてはフラットバーにより示されるかもしれない。他の例では、価格方向は、カラーと
対照的にグレイスケールにより示されるかもしれない。あるいは、価格方向情報は、テキ
スト又は数値情報により示されるかもしれない。
【００５０】
　従って、図示されるように、グラフ２１４は第１期間における完了した取引情報を表し
、チックストリップ２１６は第２期間における完了した取引情報を表す。第２期間は第１
期間より短く、第１期間のサブセットとなる。また、上述されるように、グラフ２１４は
価格・金額情報を表し、チックストリップ２１６は価格・方向情報を表す。このため、グ
ラフ及びチックストリップは、異なる期間における異なる情報を表す。
【００５１】
　第２部分２２０は、５つのベンチマークとなる国債の現在の市場全体を表す複数の多次
元オブジェクトを含む。第２部分２２０は、複数の商品スラブ（ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａ
ｌ　ｓｌａｂ）２２１を有する。各スラブ２２１は、金融商品を表す。図２に示されるよ
うに、５つのベンチマークとなる国債を表す５つのスラブ２２１がある。好ましくは、各
スラブ２２１はステップ２１１に対応する。すなわち、ステップ２１１と対応するスラブ
２２１は共に、同一の金融商品を表す。
【００５２】
　各スラブ２２１は、３次元垂直バー２２の系列を配置している。各垂直バーはスタック
として知られている。スタックは、所与の価格における（売却用又は購入用）証券注文の
ボリュームを表す。所与のスラブ上のスタックの系列は、当該証券のリミットオーダーブ
ックとして知られている。各スラブは中心ポイント２２３を有する。中心ポイントの一方
のサイドに接するスタック（スタック２２４など）は、ベストビッド価格又はユーザが当
該証券について支払う意向を有するベスト価格を表す。中心ポイント２２３の他方のサイ
ドに接するスタック（スタック２２５など）は、ベストアスク価格又はユーザが当該証券
を売却する意向を有するベスト価格を表す。中心ポイントは、ベストビッド／アスク又は
ＢＢＡポイントとして知られている。ＢＢＡポイントにまたがるスタックのペアは、ＢＢ
Ａスタックとして知られている。好ましくは、ＢＢＡスタックは、レイヤ形式による追加
的情報を示す。これらのレイヤは、それぞれベストビッド／アスク価格におけるキューの
異なる注文ボリュームを示す。しかしながら、何れかの垂直バー２２２がこのように構成
されてもよい。
【００５３】
　第２部分２２０は複数のスラブ２２１を有し、各スラブは、所与の次元に配置された複
数の垂直バー又はスタック２２２を有する。図２において、所与のスラブ２２１のスタッ
ク２２２が、ｘ次元に沿って配置されている。第１部分２１０と同様に、各種金融商品が
ｚ方向の連続するスラブ２２１により表される。すなわち、各金融商品がｚ次元に沿って
配置される。スタック２２２により表されるように、価格情報がｘ方向に与えられ、ボリ
ューム情報がｙ方向に与えられる。図２に示されるように、各スタック２２２の価格情報
は、各スタック２２２の下方の各スラブ２２１上に数値的に重ねられて与えられる。
【００５４】
　市場表示２０１はまた、特定の付随情報を有しているかもしれない。図２に示されるよ
うに、表示２０１は、イールドカーブインジケータ２０２、取引状態インジケータ２０３
及び価格ボード２０４を有する。イールドカーブインジケータ２０２は、複数の金融商品
のイールドカーブ情報を示す。図２に示されるように、５つのベンチマークとなる国債の
イールドカーブ情報が示される。１つのカーブしか示されていないが、インジケータ２０
２は複数の期間を表す複数のカーブを示してもよい。
【００５５】
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　取引状態インジケータは、取引状態インジケータ２０５とＢＢＡ商品価格２０６とを有
する。取引状態インジケータ２０５は、当該証券が取引状態にあるとき表示される。取引
状態インジケータは、価格情報、ボリューム情報及びヒット／テーク情報などの情報を提
供する。ヒット／テーク情報は、取引がヒット又はテーク（すなわち、ベストオファー価
格での売却又はベストビッド価格での購入）であったか示す。
【００５６】
　価格ボード２０４は、現在の市場価格情報を表示する。すなわち、ボード２０４は、商
品タイプ情報（２年物又は３年物国債など）、直近価格情報（ヒット／テーク指標を含む
）、価格変動情報、イールド情報、高値／イールド／時間情報及び安値／イールド／時間
情報を表示する。
【００５７】
　図３及び４は、本発明の各種実施例により想定されるグラフィカル表示のさらなる特徴
を示す。例えば、図３及び４に示されるように、グラフィカル表示３０１には隠された情
報が埋め込まれている。この情報は、好ましくは、ダイアログボックスを表示させるため
、あるオブジェクト上をカーソルでスクロールすることによって閲覧可能となる。例えば
、図３に示されるように、スタックをカーソル（明示的には図示されず）でスクロールす
ることによって、ボックス３０２を表示させるかもしれない。ボックス３０２は、商品タ
イプ、ビッド価格、イールド及びボリュームなどの情報を含む。ボックス３０２の情報は
、好ましくは、非ベストビッド／アスクスタックについて利用可能な情報のタイプである
。同様の情報が、アスク価格がビッド価格の代わりに提供される点を除いて、アスクスタ
ック（すなわち、購入用に提示される証券を表すスタック）について利用可能とされる。
【００５８】
　ベストビッド／アスクスタック上でカーソルをスクロールすることにより、ボックス３
０３などのボックスが生成される。ボックス３０３は、商品タイプ、オファー価格、イー
ルド、集計ボリューム、及びインクリメンタルボリューム（ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　ｖ
ｏｌｕｍｅ）などの情報を含む。インクリメンタルボリュームは、１つの価格に対するス
タックのキュー内の各注文のボリュームを表す。例えば、ボックス３０３において、イン
クリメンタルボリュームはそれぞれ、１０、８、５、５及び２である。集計ボリュームは
、インクリメンタルボリュームの合計である。例えば、ボックス３０３では、集計ボリュ
ームは３０である。同様の情報が、オファー又はアスクの代わりのビッド価格が表示され
るという点を除いて、ベストビッドスタックに対応するボックスにより表示される。
【００５９】
　情報ボックスの他の例は、商品が取引状態にある間のスタックに対応するボックス３０
４である。ボックス３０４は、商品タイプ、ヒット／テーク、価格、イールド、ボリュー
ム及び価格方向などの情報を表示する。同様の情報が、ヒット／テーク指標が“テーク”
であるという点を除いてボックス３０５に表示される。なぜなら、ボックス３０５に対応
する取引状態スタックは、ビッド注文と対照的に各自のリミットオーダーブックのオファ
ー注文の中にあるためである。
【００６０】
　隠された情報が所望されるような可変的レベルにより提供可能であるということに留意
すべきである。複数のレイヤが、例えば、ますます多くの詳細なレイヤ等への“ドリルダ
ウン（ｄｒｉｌｌｉｎｇ　ｄｏｗｎ）によりアクセスされるかもしれない。隠された情報
は、図示されるボックスなどの任意数のコンフィギュレーションにより閲覧されるかもし
れない。他の可能なコンフィギュレーションは、ポップアップウィンドウ、スクロールバ
ー（画面の下部などに）及びオーディオファイルなどを含む。アクセスされると、隠され
た情報は、肯定的に再び隠されるまで画面上に残されるか、所定の期間残されるか、又は
カーソルが隠された情報とオブジェクトとを関連付けしたままであるとき、隠された状態
に戻るかもしれない。本開示は、隠された情報に少なくとも初期的には閲覧可能となるよ
うアクセスするための何れかのルーチンと、当該情報を隠された状態に戻す何れかのルー
チンとを想定する。
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【００６１】
　図４において、ベースとなるグラフィカル表示（グラフィカル表示２０１又は３０１な
ど）から抽出される情報の一例が示される。例えば、スラブ４２１とそれに係るリミット
オーダーブックが、抽出され、図４に示されている。図４に示される市場表示４００はま
た、イールドカーブ４０２、価格ボード４０４、商品価格４０６及び取引インジケータ４
１２を含む。インジケータ４１２は、グラフィカル表示の第１部分の各ステップの１つの
水平セクション（水平セクション２１２など）のトップダウンビューに対応する。
【００６２】
　市場表示に示されるグラフィカル表示及び付随情報の何れの部分も、各市場表示に示さ
れる各情報部分の各種ビューをユーザに提供するため、ズーム、拡大、抽出、回転又は他
の操作がされるかもしれない。
【００６３】
　実施例のある特徴によると、金融商品の取引が可能となる。図１に示される取引アプリ
ケーション１３４を実行するのに適したステップを実行することによって、取引が実現さ
れる。取引アプリケーションを実行するためのトリガーは、アイコンのクリック、テキス
トコマンドのタイプ、所定のキー又はキーの組み合わせの押下、及び口頭によるコマンド
のシステム１００への発信など、何れか適切なトリガーとすることが可能である。少なく
とも１つの実施例では、市場表示又はグラフィカル表示（市場表示２００又は２０１など
）は、インタラクティブな取引機能を提供する。従って、ユーザは、市場表示ディスプレ
イウィンドウから直接的に取引を実行するかもしれない。これは、カーソルをベストビッ
ド／アスクスタックにスクロールし、マウスをクリックなどすることによって、実現され
るかもしれない。その後、アプリケーション１３４は、取引に関する追加的情報を完成さ
せるため、ユーザの取引ダイアログボックスを提供する。確認ウィンドウが、ヒット又は
テークを確認する機会をユーザに提供する。他の特徴によると、アプリケーション１３４
及びインタラクティブディスプレイウィンドウは、ユーザがビッド又はアスク注文を行う
ことを可能にするよう協調する。
【００６４】
　図５は、ディスプレイ上の１つのウィンドウにおける５つの金融商品の市場情報のグラ
フィカル表示を示す画面ショットから構成される。図５は、５つのベンチマークとなる国
債の複数のカーブによるイールドカーブインジケータを有する。各カーブは、今日、１週
間前、１月前及び１年前などの各種期間を表す。しかしながら、本発明は、これら４つの
期間に限定されない。その代わりに、ユーザは自らのニーズに従ってこれらの期間をカス
タマイズするようにしてもよい。
【００６５】
　他の実施例では、ディスプレイはまた、先物の市場情報を示すかもしれない。先物情報
は、図２～４の実施例として示されたものと同様の方法によりグラフィカル表示されるか
もしれない。先物情報は、複数の先物又は先物と国債との組み合わせ（又は他の金商品の
組み合わせ）について示されるかもしれない。
【００６６】
　図２を参照するに、グラフィカル表示は、ステップ２１１とスラブ２２１を有する。こ
れらステップ及びスラブの１以上は、図２に示される国債の代わりに先物を表す同様のス
テップ及びスラブと置換されてもよい。先物商品の情報は、先物市場を解析し、先物市場
における取引を行うのに所望される何れかの情報を含むことが可能である。図６において
、これの一例が示される。５つの金融商品を示す代わりに、同一のクラスのすべてである
２年物、３年物及び５年物国債のグラフィカル表示が先物と置換されている。このため、
ユーザは、各種金融商品の日中の価格／イールド推移を同時にかつ同一のウィンドウにお
いて解析することができる。
【００６７】
　システムはまた、ベーシス情報などの比較情報を表示可能である。ベーシス情報は、現
物（国債など）商品と先物商品との間の関係を示す情報を含むことが可能である。比較情
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報はまた、カーブスワップ情報を含むことが可能である。カーブスワップ情報は、同一タ
イプであるが、異なる満期を有する少なくとも２つの商品の間の関係を示す情報を含む。
比較情報はまた、取引差分情報及び合計ネット変動情報とを有することが可能である。
【００６８】
　実施例の他の特徴によると、グラフィカル表示は、表示された特定の情報を“抽出”し
、当該情報を異なるフォーマットにより提供するよう操作可能である。例えば、ユーザは
、特定のリミットオーダーブック（スラブ及び関連する市場スタックとにより表される）
を選択し、この選択された商品のみを表示する。他の例として、ユーザは、ユーザに関心
がある商品をより容易に閲覧及び比較することが可能となるように、図示される商品の構
成を変更可能である。図７及び８において、日中の推移に関する市場データは１つのウィ
ンドウに限定されない。先物及び現物データの３次元グラフィカル表示が１つのウィンド
ウに便宜上表示され、それぞれが独立してクローズされ、又は手動によりオフすることが
可能な価格ボード及びイールドカーブが、それぞれ各自のウィンドウに表示される。さら
に、図７及び８の両方に示されるように、より詳細な市場情報を表示するため、さらなる
ウィンドウを開くことができる。例えば、図７は、１０Ｆ先物と１０Ｙ国債のグラフがど
のようにしてユーザにより個別に選択可能であるか示し、それらが同一期間において並行
して解析されることを可能にする。
【００６９】
　他の例として、ユーザは、複数の商品を選択し、当該商品に関連する情報を、２次元フ
ォーマットなど異なるフォーマットにより表示することが可能である。この可能な情報の
表示の具体例が、図９に示されている。当該画面ショットでは、１０Ｆ先物と１０Ｙ国債
の日中の取引ライングラフが示されている。また、選択された先物と選択された国債とを
比較した日中の取引ライングラフが示されている。また、先物と国債の価格トレンドイン
ジケータ（チックストリップなど）と、関連する市場スタックの２次元表示が示されてい
る。また、ベーシス情報の２次元図式的、数値的及び棒グラフ状のインジケータが示され
ている。
【００７０】
　３次元表示により提供された市場データを示す図１～９と対照的に、図１０は市場デー
タを２次元により示す。表示される情報は、例えば、ユーザがここに記載された３次元表
示の１つの内部の特定のセクション又はエリアを選択することから得られるかもしれない
。例えば、３次元表示から１以上のスタックを選択することによって、ユーザはこれらの
スタックに関するさらなる詳細を閲覧可能となる。
【００７１】
　他の特徴がまた以下に含まれるかもしれない。例えば、他の実施例では、本発明は、市
場表示により提供されるデータコンテンツ及び特徴の全範囲を確認するため、ユーザが認
証されることを要求することができる。各特徴には許可セットを与えることが可能であり
、これにより、各ユーザに許可される許可数が各ユーザのログイン又は他のアクセスコー
ド若しくは情報に関連付けされる。これらの許可セットは、ユーザによって各ログインに
対してチェックすることが可能である。異なるユーザがシステムにログインすると、前の
特徴をクリアすることが可能となり、システムがアクセスすることが許可された特徴につ
いて新たなユーザをチェックすることが可能となる。ユーザのアクセス情報は、ユーザの
電子メールアドレスなどを含む何れかの情報であるかもしれない。このアクセス情報は、
さらなるユーザ情報に接続可能であり、その一部として、名前、電子メールアドレス、電
話番号、アカウント番号及び企業名が含まれる。他の実施例は、ユーザがサマリレポート
を生成し、各クライアント又はクライアントグループを強制的にオフすることを可能にす
る。
【００７２】
　本発明の他の実施例では、アプリケーションの各種特徴が、個別のウィンドウに表示さ
れ、又は１つのウィンドウに添付されるかもしれない。このため、ユーザには完全なフレ
キシビリティが提供され、画面のエリアを最大化することが可能となる。ユーザは、画面
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レイアウトをカスタマイズするため、それを調整することが可能である。少なくとも６つ
の表示オブジェクトが、本実施例により利用可能である。これら表示オブジェクトは、ナ
ビゲーションコントロールウィンドウ、価格ボード、イールドカーブ、ＦＩＳ及びＣＶＰ
により利用可能な情報を表示するためのＨＴＭＬウィンドウ、及び履歴グラフィック及び
関連する情報を含むリミットオーダーブックの２つのインスタンスを含む。これらのオブ
ジェクトは、個別ウィンドウとして分離及びフロート可能であり、これにより、ユーザは
所望するように画面上にウィンドウを調整することが可能となる。ユーザはまた、各ウィ
ンドウを表示／隠蔽又はオープン／クローズするかもしれない。さらに、本発明は、画面
上に表示されるウィンドウ構成のユーザ選好を保存する。これは、ユーザがプログラムに
ログインしたとき、デフォルトウィンドウ構成が表示されることを可能にする。
【００７３】
　本実施例の他のバージョンでは、上述した６つの表示オブジェクトが添付され、それら
が１つのウィンドウに表示可能となる。本実施例では、ユーザはウィンドウ内のオブジェ
クトの配置を変更できないかもしれない。しかしながら、それらは当該ウィンドウ内の角
オブジェクトを表示／隠蔽又はオープン／クローズすることが可能である。さらに、各ウ
ィンドウは、最小化、復元及びクローズするためのウィンドウズ（登録商標）コントロー
ルを有している。
【００７４】
　さらなる実施例は、デフォルト設定を可能にする。ユーザが国債と先物の両商品の許可
を有している場合、システムは、５Ｙ、５Ｆ、１０Ｙ及び１０Ｆ商品を含む２×２市場ビ
ューを１つのウィンドウが表示することにより自動的にオープンする。第２ウィンドウは
、１０Ｙ及び１０Ｆのフォーカスビューとベーシス情報を表示する。対照的に、ユーザが
米国国債を閲覧する権限しか有しない場合、本発明は、米国国債を含む５つの商品の市場
ビューを表示することにより自動的にオープンする。第２ウィンドウは、２Ｙ及び１０Ｙ
国債のフォーカスビューを表示することによりオープンする。価格ボードは５つの米国国
債ベンチマークを表示し、イールドカーブはイールドカーブ変動を表示する。
【００７５】
　本発明の一実施例では、ユーザは、ナビゲーションコントロールウィンドウを介して、
すべての特徴にアクセスし、ウィンドウ配置及び商品選択を制御することが可能となる。
商品選択を通じて、ユーザはリミットオーダーボードを構成することが可能となり、何れ
かの商品を変更することを可能にする。これは、ユーザが各商品を個別に選択し、又は国
債及び／又は先物の標準的な設定を選択することを可能にする。標準的な国債設定を選択
することによって、システムは、ユーザ選好に応じて、５つの米国国債ベンチマーク、４
つの国債（２Ｙ、５Ｙ、１０Ｙ及び３０Ｙ）又は他の国債の組み合わせを自動選択可能と
なる。先物設定を選択することによって、本発明は、４つの先物契約を自動的に選択する
かもしれない。この商品選択はまた、ユーザがウィンドウのサイズを含むビューを構成す
ることを可能にする。さらに、この表示は、３×３若しくは２×３のビュー又は他の導出
されるコンフィギュレーションにより表示可能となる。
【００７６】
　さらなる実施例は、ユーザがイールドカーブ又はイールドカーブ変動のディスプレイを
選択することを可能にする。イールドカーブディスプレイについて、ユーザは、表示すべ
き履歴カーブの個数を選択するようにしてもよい。さらに、ユーザは、タイプ（現物、先
物）又は満期（１０Ｙ現物、１０Ｙ先物）の何れかによって商品をグループ化するように
してもよい。
【００７７】
　他の実施例では、ユーザは、各先物についての限月を選択し、各市場データの価格フォ
ーマット化を操作することができる。他の実施例では、取引が実行されるとき、各価格カ
ラムのカラーは所定の取引状態カラーに変更可能である。取引状態カラーは、他の取引が
タイマーの終了前に実行されない場合、その長さがユーザ選好となるタイマーに基づくも
のとされてもよい。
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【００７８】
　他の実施例では、日中の取引データについて、本発明は取引履歴を格納し、取引グラフ
により表示価格データのみを表示し、価格ボードにより始値、高値、安値及び終値を表示
することが可能となる。さらに、各契約は、第１通知日（ｆｉｒｓｔ　ｎｏｔｉｃｅ　ｄ
ａｙ）に先行する日にアクティブな付きに自動的にロールすべきである。本実施例は、ユ
ーザが直近の２限月を閲覧し、カレンダー契約（ｃａｌｅｎｄａｒ　ｃｏｎｔｒａｃｔ）
、すなわち、２つのカレンダー月を取引する契約を閲覧することを可能にする。さらなる
実施例は、取引状態の詳細が表示されることを可能にし、取引実行に続く価格推移の確率
をユーザに通信する。取引は、手持ちサイズ及び超過売買注文を示すスタックを介し視覚
的に表示可能である。この特徴は、市場が取引状態に入る前にベストビッド／アスク（Ｂ
ＢＡ）カラムの利用可能なボリュームの概要（ワイヤフレーム）として示される。これは
、ユーザがテーク中にベストオファーに又はヒット中にベストビッドに残っている利用可
能な合計数量を理解することを可能にする。取引ボリュームが増大するに従って、オリジ
ナルのベストビッド／オファーを表すボリュームフレームは、取引状態を表すのに使用さ
れるより暗いカラーにより充填されてもよい。買い又は売り注文ボリュームが、取引状態
前に利用可能なＢＢＡボリュームを上回る場合、テーク／アスクカラムの実行済みボリュ
ームの上のビッドのカラーによるレイヤが、買い注文超過を示すため表示され、又はヒッ
ト／ビッドカラムの実行済みボリュームの上のアスクのカラーによるレイヤが、売り注文
超過を示すため表示される。さらなる実施例は、ユーザは、取引に含まれるすべての価格
レベルについて、すべてのビッド／アスクボリュームカラムのカラーをヒット／テークカ
ラーに変更することが許可される。スタックを介した取引は、（例えば）３つのレベルま
で、すなわち、ＢＢＡの上下の２つのビッド／アスク価格インクリメントまで可能とされ
るかもしれない。
【００７９】
　他の実施例では、システムは、ベーシス情報を表示することが可能である。実施例では
、情報は現物と先物の商品間の関係である。ベーシスタイプは、換算率入力及び画面表示
の点で異なる。換算率は、取引所により設定され、システムのデータ供給に対して実行さ
れる公表された値に等しいかもしれない。市場取引毎に求められるベーシスの特徴は、取
引差分、合計されたネット変動グラフ、現物のネットの変動と先物のネットの変動との間
の差分とを含むかもしれない。取引差分は、市場が事前の変動を有する毎に計算するよう
スロットル可能である。合計されたネット変動グラフについて、当該変動は同一のクロー
ジング時間に基づくものであるが、ユーザは、ネット変動に換算率ウェートを適用するこ
とが可能である。他の実施例では、商品名は、直近の先物契約がロールすると、年毎に４
回変更される。これは、契約の満了の約２０日前に行われる。一部の実施例は３２分法及
び２／４／６により市場を表示するかもしれないが、一実施例は１０進数フォーマットに
より表示する（すなわち、３２．２５／３２．５０／３２．７５／３２．００）。価格ボ
ードは、ユーザが何れの商品を表示することを所望するか選択可能な４つのベーシス商品
を含むかもしれない。
【００８０】
　他の実施例は、現物及び／又は先物が３次元ビューにより表示されることを可能にする
。ディスプレイは、６つまでの商品の閲覧を可能にする（３×３ビュー）。ユーザは、様
々なテンプレートから選択可能であり、これによりそれらのディスプレイのカスタマイズ
を可能にする。これらのテンプレートの一部は、スペースにより区切られた履歴グラフと
２つのリミットオーダーブックスラブの２つのグループの３×３ビュー、又はスペースに
より区切られた履歴グラフと３つのリミットオーダーブックの２つのグループの２×２ビ
ューを表示する機能を含む。テンプレートはまた、デフォルト３×３ビュー（２Ｙ、５Ｙ
、１０Ｙの現物と２Ｆ、５Ｆ、１０Ｆの先物）と、デフォルト２×２ビュー（５Ｙ、１０
Ｙの現物と５Ｆ、１０Ｆの先物）とを含む。ユーザにはまた、注文スラブをリバースする
選択肢が与えられる。
【００８１】
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　他の実施例は、ユーザがビューを変更することを可能にする。リミットオーダーブック
は、垂直方向に表示可能であり、日中のチックグラフ又はリミットオーダーブックが同時
に表示可能である。これは、ユーザがフォーカスビューにより表示する２つの市場を選択
することを可能にする。さらに、少なくとも２つのチックストリップが垂直方向に表示可
能であり、ＢＢＡタグがリミットオーダーブックの右側に配置可能であり、商品ラベルが
リミットオーダーブックスラブの上部に配置可能である。他のビューは、ベーシス及びカ
ーブスワップ（Ｔ－スワップ）により規定されるような２つの商品の間のスプレッドがデ
ィスプレイチャートにおいて閲覧可能とされる。
【００８２】
　他の実施例は、ユーザがイールドカーブ又はイールドカーブ変動グラフを選択及び閲覧
することを可能にする。イールドカーブ変動グラフは、ある期間（昨日、１週間前、１ヶ
月前、１年前など）におけるカーブと現在値との間の差分を示す。各カーブは、当該カー
ブが表す期間に該当する調整されたカラーとすることが可能である。イールドカーブ変動
グラフは、レジェンド（ｌｅｇｅｎｄ）を有し、ユーザが各カラーが何れの期間を表して
いるか確認することを可能にする。イールドカーブ変動グラフは、比例カーブを有し、軸
状のベンチマーク間の距離が比例的なものとなることを保証する。さらに、変動なしを洗
わすゼロラインが、明確にマークされる。ユーザは、イールドカーブ変動グラフ又はイー
ルドカーブグラフを閲覧し、又はグラフを隠すことが可能である。グラフカラーは、現在
のイールドカーブに使用されるカラーに対応する。単なる値でなくカーブのネットの変動
を示すことによって、ユーザはカーブの動きを明確に確認することができる。さらに、そ
れは過去の値を通知するため、手動によるプロセスを削除する。さらなる実施例では、ユ
ーザは、オーバーレイ（ｏｖｅｒｌａｙ）、Ｔ－１デイ、Ｔ－１マンスグラフなど、示さ
れる時間比較カーブを選択することが可能とされる。
【００８３】
　他の実施例では、価格ボードは、完全な価格情報を提供し、ユーザが当該アプリケーシ
ョンにのみ依存することを可能にし、別のアプリケーションがユーザが精通しているフォ
ーマットにより価格ページを表示することを要求しない。このため、先物、ベーシス及び
市場ビューデータが、既存の価格ボードに追加される。価格ボードでは、ユーザは１つ又
は複数のカラムによりデータをグループ化するかもしれない。価格ボードは、ユーザの嗜
好に適合するよう構成可能である。価格ボードは、それ自体のウィンドウコントロールに
より着脱可能である。さらに、ユーザがセッション先行を変更すると、始値、高値、安値
及び終値並びにネット変動値のすべてが、選択されたセッションに変更されるべきである
。さらなる実施例は、ユーザがすべての商品のリミットオーダーブックを正規化すること
を可能にする。さらに、ユーザは、各注文についてリミットオーダーブックを正規化する
ことが可能である（例えば、他の導出された基準に従って、又は１つのベンチマークのみ
について）。
【００８４】
　他の実施例は、ユーザがユーザ嗜好ダイアログメニューへのユーザのより直感的なアク
セスを可能にする。これは、マウスクリックによりアクセスされてもよい。嗜好ダイアロ
グメニューは、ユーザが限月を選択するためドロップダウンリストを起動することを可能
にするフォントコントロールであるビュー選択タブと（これにより、すべての先物商品が
同一の限月を使用するよう指示する）、先物の取引状態のカラー化のため時間又は期間を
設定するためのリミットオーダーブックタブとを可能にする。さらなる実施例は、ディス
プレイのウィンドウの何れかをクリックすることによって、ショートカットメニューがア
クセスされることを可能にする。これは、特定の要素の嗜好へのシンプルなアクセスを可
能にすることによって、システムの使用を簡単化する。
【００８５】
　さらに、本発明のさらなる実施例は、本発明の２つのインスタンスが同時にアクセスさ
れることを可能にする。さらに、本発明は、頻度の低い取引に与えられるベーシス履歴を
求め、特定のマークされた取引所内における金融商品の取引履歴を提供する。
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【００８６】
　本発明の実施例及びその効果が詳細に説明されたが、当業者は、添付した請求項により
規定されるような本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく、各種変更、追加及び省略
が可能である。
【符号の説明】
【００８７】
１００　システム
１０２　クライアント
１０４　サーバ
１０６　データプロバイダ
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